
春日井市立知多中学校 第 ５ 号進路だより
（ ）第３学年 平成２２年 ７月１３日 火

公立高等学校公立高等学校公立高等学校公立高等学校のののの一般入試校内順位一般入試校内順位一般入試校内順位一般入試校内順位のののの決定方法決定方法決定方法決定方法についてについてについてについて
愛知県の公立高等学校では、評定と学力検査の結果をもとに、次のように校内順位をつけ、合否を決定

しています。

① 受検者を，まず次の２つのグループに分けます。

Ａ：評定得点と学力検査の合計得点が，ともに定員以内の受検者

Ｂ：上記以外の受検者

※ 評定得点は、調査書の９教科の評定の合計を２倍し、９０点満点です。

※ 学力検査合計得点は、各教科２０点の配点で、５教科で１００点満点です。

「Ａ」に属する生徒は、面接や特別検査の結果を考慮しないとすると、合格することになります。

② 次に「Ｂ」に属した生徒の校内順位を決めます。この順位の決定には次の３つの方法があり、それ

ぞれの高校であらかじめ決められています （裏面を参考に）。

Ⅰ 評定得点と学力検査合計得点を単純にたす → 評定と学力検査は同等

Ⅱ 評定得点を１.５倍して学力検査合計得点にたす → 評定重視

Ⅲ 学力検査合計得点を１.５倍して評定得点にたす → 学力検査重視

つまり、同じ総合点でも、Ⅰ，Ⅱ，Ⅲのどのパターンの学校を受検したかによって合否の判定が変わっ

てくるということです。

例として，一般入試の定員が２００名の高校をモデル

にして，次の３人の受検者について考えてみます。

評定得点(校内順位) 学力検査(校内順位)

ａ君 ７２点（１９０番） ８０点（１９０番）

ｂ君 ６８点（２２０番） ８４点（１６０番）

ｃ君 ７６点（１６０番） ７６点（２２０番）

３人とも合計１５２点ですが、ａ君はどちらも定員以内なので「Ａ」に属し、合格の可能性が高いこと

になります。一方、ｂ君とｃ君は、評定・学力検査のいずれかの順位が２００番内に入っていないため

「Ｂ」に属し、各高校が定める「校内順位決定方法」に従って合否が判定されることになります。したが

って、Ⅰ，Ⅱ，Ⅲのどのタイプの学校を受検したかで、次のような違いが出てきます。

Ⅰ：ｂ君もｃ君も総合点が１５２点となります。

※ 共に順位は同じであるため、面接や特別検査等の結果しだいです。

Ⅱ：ｂ君は評定得点１０２点，学力検査８４点の総合点１８６点，

ｃ君は評定得点１１４点，学力検査７６点の総合点１９０点となります。

※ ｃ君の方が順位が上になり、合格の可能性が高くなります。

Ⅲ：ｂ君は評定得点６８点，学力検査１２６点の総合計１９４点，

ｃ君は評定得点７６点，学力検査１１４点の総合計１９０点となります。

※ ｂ君の方が順位が上になり、合格の可能性が高くなります。

なお、英語科と国際教養科は英語の評定を１ ５倍、美術科は美術の評定を１ ５倍、. .

音楽科は音楽の評定を１ ５倍、スポーツ科学科は.

保健体育の評定を１ ５倍して順位を付けることに.

なっています。また、英語科と国際教養科では、

英語の学力検査の結果を１ ２倍にする傾斜配点が.

実施されます。

＜豆知識その２＞

特別検査とは、特定の学科で実施される表

現活動や実技検査のことです。詳しくは、

後日の進路だよりでお知らせします。

＜豆知識その１＞

私立入試では「受験 ，」

公立入試では「受検」と

。という言葉が使われます




